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コ
ロ
ナ
菌
の
た
り
の
た
り
と
春
の
街 

 

岡
田
安
弘 

（
蕪
村
に
叱
ら
れ
そ
う
だ
が
、
思
わ
ず
で
き
て
し
ま
っ
た
と
。
新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
街
は
閑
散
、
世
間
は
不
景
気
。
の
た
り
の
た
り
は
、
ご
免
蒙
り
た
い
が
・
・
） 

 

梅
が
香
や
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー
の
深
呼
吸 

 

古
川
祐
司 

（
な
ら
や
ま
の
活
動
は
自
粛
と
て
、
梅
林
に
は
人
の
気
配
は
無
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

心
配
も
無
さ
そ
う
だ
。
梅
の
香
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
深
呼
吸
す
る
） 

 

松
明
に
春
呼
ぶ
祈
り
二
月
堂 
 
 
 
 

藤
原 

勲 

（
創
始
以
来
１
２
６
９
回
、
不
退
の
行
と
し
て
続
く
お
水
取
り
。
天
災
、
反
乱
、 

疫
病
は
国
家
の
病
。
南
無
観
世
音 

国
家
安
穏
、
世
界
平
和
、
コ
ロ
ナ
退
散
） 

 

梅
林
や
紅
白
の
雲
湧
く
が
ご
と 

 
 
 

藤
原 

勲 

（
月
ヶ
瀬
辺
り
か
、
谷
間
か
ら
梅
の
香
と
と
も
に
、
花
の
雲
が
湧
き
上
が
る
。 

い
つ
も
な
が
ら
の
名
調
子
、
一
息
に
詠
ん
だ
リ
ズ
ム
感
が
い
い
） 

 明
神
山
奈
良
の
都
は
か
す
み
け
り 

 

阿
部
和
生 

（
２
月
例
研
、
明
神
山
の
展
望
台
か
ら
望
む
世
界
遺
産
は
、
も
う
春
め
い
て
霞
む
） 

 
 

平
城
山

な

ら

や

ま

は
寂
し
く
あ
ら
ん
朝
霞 

 
 
 

阿
部
和
生 

（
な
ら
や
ま
の
活
動
は
自
粛
。
梅
が
咲
き
、
温
室
は
空
し
く
種
ま
き
を
待
つ
） 

   

 

卒
園
式
子
守
の
思
い
出
重
な
り
て 

 
 

千
載
輝
重 

（
成
長
し
た
孫
の
晴
姿
、
思
い
出
の
情
景
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
好
々
爺
） 

 

雪
汁
の
水
路
に
溢
れ
唄
ひ
け
り 

 
 
 

阿
部
和
生 

（
北
国
の
故
郷
は
過
疎
の
村
。
田
圃
の
水
路
は
、
雪
解
け
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
て
い

る
。
そ
ろ
そ
ろ
種
籾
を
浸
す
こ
ろ
か
。
豊
作
の
期
待
に
胸
が
膨
ら
ん
だ
も
の
だ
） 

 

鶯
の
声
い
き
い
き
と
里
の
朝 

 
 
 
 

鈴
木
末
一 

（
実
り
の
森
、
節
回
し
も
す
っ
か
り
上
達
、
の
び
や
か
な
谷
渡
り
の
声
が
響
く
。 

「
ホ
ー
ホ
ケ
ケ
キ
ョ 

ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
・
・
・
・
・ 

な
ん
と
十
二
連
発
） 

 

果
樹
苗
に
あ
と
幾
年
と
傘
寿
笑 

 
 
 

阿
部
和
生 

（
実
り
の
森
、
果
樹
苗
を
植
え
て
、
桃
栗
３
年
柿
８
年
・
・
・ 

作
者
は
傘
寿
） 

 

梅
が
香
を
独
り
占
め
す
る
野
守
か
な 

 

古
川
祐
司 

 
 

（
今
日
も
、
な
ら
や
ま
で
独
り
作
業
す
る
Ｋ
さ
ん
。
周
り
に
梅
が
一
段
と
薫
る
） 

 

梅
が
香
に
自
転
車
押
し
て
親
子
連
れ 

 

古
川
祐
司 

（
自
転
車
道
沿
い
の
梅
林
は
満
開
。
急
が
ず
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
） 

 
閑
吟
に
う
つ
ろ
ふ
春
や
デ
カ
メ
ロ
ン 

  

古
川
祐
司 

（
高
齢
者
は
外
出
を
控
え
自
宅
に
蟄
居
。
デ
カ
メ
ロ
ン
に
倣
い
閑
吟
ま
た
苦
吟
） 

投
句
歓
迎
（
古
川
ま
で
） 

な
ら
や
ま
ト
ー
ク
・
投
句
（
陽
春
編
） 


